カカオア　男性向けパッケージ企画書

[bookmark: _Hlk7436119]20代男性のライフスタイル
概観
カカオアの男性向け「すっきりビター」のメインターゲットとなる20代男性のライフスタイルは低成長社会の影響を受けて一般的に「競争して社会的地位の獲得」を目指すよりも、「自分らしく生きたい」と考えている人が多い。
趣味に合った生活をして、必要程度の収入があればよいと考える傾向も強い。もちろん『趣味に合う洋服が欲しい』『旅行に行きたい』と言った欲望はあるが、「人よりも贅沢をしたい」「お金持ちになりたい」といった上昇志向は希薄である。

社会には順応しており、社会人では与えられた仕事を淡々とこなすことに抵抗感は少ない。学生も競争よりも仲間との共存を意識している。就職活動でも「他人を蹴落としてでも自分が採用されたい」と思う人は少数派だった。

反面、人付き合には同世代の限られた友達との関係を除くと「苦手意識」が強く感じられる。特に価値観やライフスタイル、世代が違う人との交流にストレスを感じている。また異性とつきあうのが「面倒だ」と感じる若者も少なくない。こうした若者が日常生活においてストレスを発散しているのが「ゲーム・アニメ・音楽」といった分野である。

行動によるタイプ分類
ライフスタイルを「友達と過ごすのが好き/一人でいる方が好き」という「交流軸」と、「外出することが多い/自宅で過ごすことが多い」という「行動軸」で分類してみた。
	外出派・友達と過ごす30％
· 友達との会話やスポーツなどを楽しみたい
· みんなで何かをしていることが楽しい
· 外出すると何かが起こるから面白いと感じる
	外出派・一人で過ごす　10％
· 誰にも邪魔されずに一人で過ごしたい
· 外出すると新たな発見があるから好き
· 人を気にせず自由に何でもできる感覚がいい

	自宅派・友達と過ごす　25％
· 友達を家に呼びゲームなどで楽しみたい
· ネットに何でもあるから外に出なくていい
· 外に出るよりリーズナブル
	自宅派・一人で過ごす35％
· ネットを介した友達との交流が楽しい
· 一人で調べ物やモノづくりするのが好き
· 気ままに時間が過ごせるので楽だ



カカオア「すっきりビター」のイメージ調査結果
カカオアすっきりビター味のイメージ　自分のイメージに近い語句を選択
大人の味	75％
男の味	70％
ヘルシーな味	30％
ダイエット味	15％
すっきりした味	8％
などが上位の回答項目となった

カカオア「すっきりビター味」を食べて「元気になる」と思うかを聞いたところ、全体では69％。一人で過ごす派の80％が「元気が出る」「元気が出ると思う」と高評価だった。「元気が出る」と答えた人の中には「ゲームに出てくる元気回復のアイテムのような感じがする」という回答が複数見られた。

自由回答による感想では以下のような回答が得られた。
食べたら目がシャキッとした。苦みがいい
苦みに大人を感じて、男らしさを感じた
食べると疲れが少しだけど回復する気がした
このチョコだと食べ過ぎないのでちょうどいい
健康に良さそうだ
デートの前や仕事で人と会う前などに食べると落ち着けていいかも
ちょっとしたブレイクタイムにコーヒー代わりにいいと思う

元気が出るという感想を述べてくれた人の中には「男らしさ」「大人」につながるニュアンスが感じられる。高カカオチョコレートの苦みに精神的な男らしさを感じ取っているようだ。「元気さ」が「男らしさ」につながっているので、そうした表現をパッケージに取り入れることでターゲット層にアピールすると考えられる。

殆どの若者に喫煙経験がないのだが、かつてのタバコのような感覚でこのチョコレートを捉えているように見受けられる。

消費シーンイメージ
「デート前、コーヒーブレイク代わり」は彼らの声で確認できた消費シーンであるがもう少し詳細にインタビューしてみた結果を見てみよう。

デートの前に元気を
彼らにとってデートは一昔前の気合の入る瞬間ではないそうだ。デートも日常の延長線上にある。肩の凝らない範囲の一番いい服装でいつも行く店、または彼女がリクエストした店に誘うという。昔のように背伸びして価値観の合わない相手と普段は使わないような高級店は対象外になるケースが多い。
しかし、日常を装いながらも異性とのデートになれていない彼らは少なからず緊張を強いられる。カカオアを食べたいシーンとして「デートの前」が出てくるが、彼らによれば少しでも心を落ち着けるアイテムとしての役立つのではないかという位置づけは興味深い。

仕事のブレイクタイム
もう一つの使用シーンとして「仕事の合間、コーヒーが飲めないときに代り」としてカカオアを食べたいと考える若者もいた。苦みが強いとはいえチョコレートであり、その甘さがリラックスにつながると考えてのことだろう。ちょうど、仕事の合間にタバコを吸うというようなイメージなのかもしれない。

こうした「食べるシーン」のイメージはその後に人に合う（デートになる）にしろ、一人でいるときにそっと鞄やジャケットのポケットから出てくる。そうしたシーンにマッチするものであるべきだと考えます。

デザイン
パッケージのデザインについては落ち着いた大人のイメージがまず思い浮かぶ。
ダークな色調で細いロゴといったビターそのものをビジュアル化した案が考えられるがそれでは「元気が出る」というコンセプトからは外れてしまう。ダークな色調は大人ではあるものの「不健康」にもつながり「元気さ」とは対極のイメージでもあるので採用しない方が賢明であろう。もちろん、派手さや幼稚なものではこの年代には受け入れられる素地がないものの色やイメージから「食べて元気になる」というコンセプトを表現するべきだと考えます。
また、別の調査から「レトロなイメージ」が好まれていることも分かっていて、古き良き時代のデザインを参考にしてみるという方向性も考えられる。

元気さを表す
この商品を表すイメージは「大人」「男らしさ」でありハイセンスさでもある。商品名の「すっきりビター」もまたパッケージとして表現されている必要がある。こうしたネーミングや求められるデザインは「すっきりとしたシンプル」さである。
多くの言葉を用いるのではなく、配色によって「元気になれる」明るさと「前向きなモチーフ」は不可欠で元気な時代であった「古き良き時代」のカッコよさを取り入れてみたい。

カラー構成
明るく、前向きなイメージを作る配色として以下の配色を採用することにした。
 

表現コンセプト（基本的な考え方）
基本的なデザインモチーフは過去のタバコのパッケージから得たがコンセプトは「元気な自由さ」を前面で感じられ、開放感あふれる「スッキリした味」を表現することである。

デザイン案
青空にしっかりと立つ自由の女神でシンプルなで力強さ「元気な自由さ」を直感させた。そしてサンセリフ体の太い文字でカカオアの存在感も表現している。
自由の女神のトーチをカカオ豆に代えて「男にもっとカカオを」というサブキャッチフレイズを置くことで、高カカオポリフェノールチョコレートと男性を結び付けた。また赤系のアクセントカラーを商品カテゴリー名の背景において目を引き付けている。
「元気あふれる　すっきりビター味」のキャッチコピーは商品名の上に添えた。全体的には極力シンプルに表現している。


